
令和元年度実施　事務事業評価・実施計画 № 60

Plan

事業名 敬老会開催費 事業類型 ソフト ○ 区分 継続

予算科目 一般 会計 3 款 1 項 7 目 81 136

担当部署 部 健康福祉部 課 長寿介護課

総合計画体系 めざすまちの姿 ２　ふれあいあふれる、はつらつとしたまち 基本計画 ２－⑦いつまでも生き生きと暮らす

事業の目的 これまでの社会に貢献してきた高齢者に対して、ねぎらい、感謝、尊敬の意を表し、長寿のお祝いをする。

事業の概要

Do

事務事業評価 （単位：千円）

事業内容と活動実績 決算見込額 内、特定財源

3,211 0

1,400 0

米寿者記念写真（市内写真館２社によるボランティア） 0 0

合計 4,611 0

Check

成果指標

成果指標名（単位）

判定 判定理由や課題、改善した点など

必要性 B 高齢者のねぎらい、感謝の意を表す機会としては必要。

有効性 C 年々参加者が減少してきている。他市では地区開催が多く、当市でも検討していく必要がある。

効率性 B

Action

事業費 左記についてのコメント

維持 次年度 維持

実施計画 （単位：千円）

事業内容
令和元年度

米寿者記念写真（市内写真館２社によるボランティア）

３か年の合計事業費 14,595

実施
計画

事業1 事業2

敬老会の開催。
米寿を迎える方への記念品の配布及び記念写真の実施。

平成30
年度

平成30年9月13日（木）アメニティプラザメインアリーナで開催。

敬老会対象者8,150名（うち米寿者280名）　　出席者数890名（うち米寿者66名）　出席率：10.9％

米寿記念品（地域振興券5,000円×米寿者280名）の贈呈

H29実績 H30目標 H30実績 R1目標

①敬老会の参加者
②敬老会の参加率

①990人
②12.4％

①1200人
②15.6％

①890人
②10..9％

①1000人
②11.0％

事業の
評価

近隣の自治体のなかでは対象者数における経費については効率が良い。
参考　他市：対象者×2000円程度が多く、当市で換算すると1600万相当が経費としてかかっている。

今後の
方向性

昨年度と同様の内容でおこなう今年度の敬老会は、対象者数の増加にもかかわらず年々参加者が
減っている。
R2年以降は地区分散型開催を検討しており、維持していく。

令和2年度 令和3年度

9月12日（木）アメニティプラザメインアリーナで開催。（R2年次以降地区開催予定）

米寿記念品（地域振興券5,000円）の贈呈



令和元年度実施　事務事業評価・実施計画 № 61

Plan

事業名 老人クラブ活動等推進費 事業類型 ソフト ○ 区分 継続

予算科目 一般 会計 3 款 1 項 7 目 81 138

担当部署 部 健康福祉部 課 長寿介護課

総合計画体系 めざすまちの姿 ２　ふれあいあふれる、はつらつとしたまち 基本計画 ２－⑦いつまでも生き生きと暮らす

事業の目的 高齢者が老人クラブ活動を通じて健康で生きがいある生活を送れるように生活の向上を図る。

事業の概要

Do

事務事業評価 （単位：千円）

事業内容と活動実績 決算見込額 内、特定財源

7,332 3,565

・各種「研修会」「交流会」への参画及び新規会員加入促進運動

合計 7,332 3,565

Check

成果指標

成果指標名（単位）

老人クラブ加入者数（人） 2,374 2,500 2,219 2,300

判定 判定理由や課題、改善した点など

必要性 B 高齢者の健康、生きがいづくり対策と福祉増進を目的に活動する老人クラブへの育成支援を行うために必要である。

有効性 B 「老後の幸せは自身の手で」を念頭において活動する老人クラブへの補助は有効である。

効率性 C 高齢者の健康・生きがいづくり対策と福祉増進を図るための活動を老人クラブが実施することは効率的である。

Action

事業費 左記についてのコメント

維持 次年度 維持 老人クラブ会員数の減少が著しい場合、活動費等の見直しが必要となる。

実施計画 （単位：千円）

事業内容
令和元年度

・健康づくり、介護予防活動の推進（シニアスポーツの実施）

・文化、芸能活動の推進

・会員加入促進運動

３か年の合計事業費 21,864

実施
計画

事業1 事業2

・健康づくり、介護予防活動の推進（シニアスポーツの実施）
・地域支えあい活動の推進（友愛訪問等の実施）
・文化、芸能活動の推進。
・会員加入促進運動

平成30
年度

・スポーツ愛好部により各種大会を実施。述べ1731人の会員参加。

・173人の家庭（90歳以上の高齢者・寝たきりの高齢者・一人暮らしの高齢者）を

35の友愛訪問チームが訪問し、地域の交流を深めた。

H29実績 H30目標 H30実績 R1目標

事業の
評価

今後の
方向性

令和2年度 令和3年度

・地域支えあい活動の推進（友愛訪問等の実施)



令和元年度実施　事務事業評価・実施計画 № 62

Plan

事業名 湖西市はつらつセンター管理運営事業 事業類型 施設管理 ○ 区分 継続

予算科目 一般 会計 3 款 1 項 7 目 82 139

担当部署 部 健康福祉部 課 長寿介護課

総合計画体系 めざすまちの姿 ２　ふれあいあふれる、はつらつとしたまち 基本計画 ２－⑦いつまでも生き生きと暮らす

事業の目的

事業の概要

Do

事務事業評価 （単位：千円）

事業内容と活動実績 決算見込額 内、特定財源

介護予防、生きがい対策事業 7,332 0

毎週木曜　寄ってこや

第３金曜日もぐもぐ元気教室（料理教室）を開催

合計 7,332 0

Check

成果指標

成果指標名（単位）

判定 判定理由や課題、改善した点など

必要性

有効性

効率性

Action

事業費 左記についてのコメント

維持 次年度 維持

実施計画 （単位：千円）

事業内容
令和元年度

介護予防、生きがい対策事業

毎週木曜　寄ってこや

第３金曜日もぐもぐ元気教室（料理教室）を開催

３か年の合計事業費 14,103

実施
計画

事業1 事業2

・高齢者の健康増進と積極的な社会活動の促進
・高齢者の生きがい活動の拠点施設の提供

・高齢者が気軽に立ち寄り、会話やゲーム等を行いながら楽しむ場の提供
・子供との世代間交流を通じ、閉じこもりや認知症の予防
・夜間施設利用貸出
・施設管理や運営を行う
・介護予防指導員２名で管理

平成30
年度

年間利用者数12,316人

H29実績 H30目標 H30実績 R1目標

事業の
評価

今後の
方向性

令和2年度 令和3年度



令和元年度実施　事務事業評価・実施計画 № 63

Plan

事業名 在宅福祉サービス事業 事業類型 ソフト ○ 区分 継続

予算科目 一般 会計 3 款 1 項 7 目 82 141

担当部署 部 健康福祉部 課 長寿介護課

総合計画体系 めざすまちの姿 ２　ふれあいあふれる、はつらつとしたまち 基本計画 ２－⑦いつまでも生き生きと暮らす

事業の目的 高齢者福祉の充実を図り、住み慣れた地域や在宅での生活維持への支援

事業の概要

Do

事務事業評価 （単位：千円）

事業内容と活動実績 決算見込額 内、特定財源

・寝具洗濯乾燥消毒事業（年３回上限）・・・利用者１１人（新規３人） 116 0

16 0

2,610 0

6,495 0

37 0

その他

合計 9,274 0

Check

成果指標

成果指標名（単位）

各事業新規利用者数（人） - - 97 100

判定 判定理由や課題、改善した点など

必要性 B 高齢者が住み慣れた在宅での生活を維持していくためには必要である。

有効性 B 各事業内で人数の増減はあるが、住み慣れた在宅で生活を維持することに寄与できている。

効率性 B 申請者への全件訪問により、適正利用に努め、利用者負担の見直し等も実施している。

Action

事業費 左記についてのコメント

維持 次年度 維持 高齢者は増えており、住み慣れた地域で生活を維持するための事業を継続していく必要がある。

実施計画 （単位：千円）

事業内容
令和元年度

・寝具洗濯乾燥消毒事業（年３回上限）

・緊急通報システム運営事業

３か年の合計事業費 39,210

実施
計画

事業1 事業2

・寝具洗濯乾燥消毒事業・・・寝たきり高齢者や独居高齢者など寝具の衛生管理が困難な方に対し寝具の洗濯、乾燥及び消毒を
実施し、寝具の衛生を保ち疾病予防に寄与
・軽度生活援助事業・・・独居高齢者へ買い物や日常生活の軽易な援助の実施（生活に支障のある範囲のみ支援）
・寝たきり老人等紙オムツ助成事業・・・寝たきり高齢者等で常時紙オムツに排泄する方に対し、紙オムツ購入費の一部を助成し、
介護による経済的負担軽減を行う
・緊急通報システム運営事業・・・緊急通報システムの貸し出しと設置、緊急時の安否確認、月１回の伺い電話、空間センサー等に
よる安否確認、、24時間対応の健康相談
・生活管理指導短期宿泊事業・・・介護者が冠婚葬祭等のやむを得ない理由で介護が出来ない場合、市内介護保険関連施設へ
の短期宿泊の実施。虐待等緊急事態にも利用できる

平成30
年度

・軽度生活援助事業（上限８時間/月、２時間以内/週）・・・12人（新規２人）

・寝たきり老人等紙オムツ助成事業（2,000円/月、年２回引換券郵送）・・・利用者数１７０人（新規46人）

・緊急通報システム運営事業・・・利用者153人（新規31人）

・生活管理指導短期宿泊事業（７日間以内/６ヶ月）・・・利用者１人

H29実績 H30目標 H30実績 R1目標

事業の
評価

今後の
方向性

令和2年度 令和3年度

・軽度生活援助事業（上限８時間/月、２時間以内/週）

・寝たきり老人等紙オムツ助成事業（2,000円/月、年２回引換券郵送）

・生活管理指導短期宿泊事業（７日間以内/６ヶ月）



令和元年度実施　事務事業評価・実施計画 № 64

Plan

事業名 老人福祉センター費 事業類型 施設管理 ○ 区分 継続

予算科目 一般 会計 3 款 1 項 7 目 85 156

担当部署 部 健康福祉部 課 長寿介護課

総合計画体系 めざすまちの姿 ２　ふれあいあふれる、はつらつとしたまち 基本計画 ２－⑦いつまでも生き生きと暮らす

事業の目的 高齢者の健康の増進や生きがいづくり・仲間づくりの場の提供

事業の概要

Do

事務事業評価 （単位：千円）

事業内容と活動実績 決算見込額 内、特定財源

5,155 1

介護予防教室受講者

老人福祉センターだよりの発行（２回）

合計 5,155 1

Check

成果指標

成果指標名（単位）

判定 判定理由や課題、改善した点など

必要性

有効性

効率性

Action

事業費 左記についてのコメント

維持 次年度 維持 今後大規模な修理が生じる可能性がある。

実施計画 （単位：千円）

事業内容
令和元年度

老人福祉センターの管理運営

介護予防教室の企画立案、実施

３か年の合計事業費 12,324

実施
計画

事業1 事業2

・老人福祉センターの管理運営
・介護予防教室の企画立案、実施

平成30
年度

施設利用者　25,980人

H29実績 H30目標 H30実績 R1目標

事業の
評価

今後の
方向性

令和2年度 令和3年度



令和元年度実施　事務事業評価・実施計画 № 65

Plan

事業名 介護施設等整備事業 事業類型 ハード ○ 区分 継続

予算科目 一般 会計 3 款 1 項 8 目 87 154

担当部署 部 健康福祉部 課 長寿介護課

総合計画体系 めざすまちの姿 ２　ふれあいあふれる、はつらつとしたまち 基本計画 ２－⑦いつまでも生き生きと暮らす

事業の目的 介護サービスに係る基盤整備の促進を図る。

事業の概要

Do

事務事業評価 （単位：千円）

事業内容と活動実績 決算見込額 内、特定財源

141,839 141,839

合計 141,839 141,839

Check

成果指標

成果指標名（単位）

判定 判定理由や課題、改善した点など

必要性

有効性

効率性

Action

事業費 左記についてのコメント

維持 次年度 維持

実施計画 （単位：千円）

事業内容
令和元年度

３か年の合計事業費 85,600

実施
計画

事業1 事業2

湖西市介護保険事業計画に定める施設整備及びその開設準備のため、静岡県の定める介護サービス提供体制整備促進事業費
補助金交付要綱に基づく介護サービス提供体制整備促進事業を実施する事業者に対し、基準の範囲内において補助金を交付す
る。

平成30
年度

事業者による施設整備の遅れに伴い、平成29年度予算を平成30年度に全額繰り越した。 

H29実績 H30目標 H30実績 R1目標

事業の
評価

今後の
方向性

　第7期湖西市介護保険事業計画において、令和2年度に事業者公募による、グループホームと小
規模多機能型居宅介護を併設した施設を1ヶ所整備予定である。

令和2年度 令和3年度

　第7期湖西市介護保険事業計画において、令和2年度に事業者公募による、グルー
プホームと小規模多機能型居宅介護を併設した施設を1ヶ所整備予定。令和元年度に
おいては業者選定、事業費調査を行い、令和2年度に着工・竣工ができるように計画を
進める。



令和元年度実施　事務事業評価・実施計画 № 66

Plan

事業名 一般介護予防事業 事業類型 法定（裁量含む） ○ 区分 継続

予算科目 特別 会計 款 項 目

担当部署 部 健康福祉部 課 長寿介護課

総合計画体系 めざすまちの姿 ２　ふれあいあふれる、はつらつとしたまち 基本計画 ２－⑦いつまでも生き生きと暮らす

事業の目的 ６５歳以上の市民を対象とし、要介護状態とならないよう予防に努める

事業の概要

Do

事務事業評価 （単位：千円）

事業内容と活動実績 決算見込額 内、特定財源

879 879

合計 879 879

Check

成果指標

成果指標名（単位）

参加人数（人） 2,665 2,700 1,917 2,000 

判定 判定理由や課題、改善した点など

必要性 A 地域包括ケアを推進していくためには地域で介護予防の必要性を伝えていくことは極めて重要。

有効性 B 座学だけでなく、趣味や娯楽に近い内容での活動をとおして介護予防対策を気軽に学ぶことができる。

効率性 B 気軽に参加してもらい、継続してもらうには引き続き内容の検討が必要。

Action

事業費 左記についてのコメント

維持 次年度 維持

実施計画 （単位：千円）

事業内容
令和元年度

介護予防事業

・健康福祉センター、はつらつセンター、老人福祉センターで娯楽・趣味型の室内型

介護予防事業

・栄養、運動、口腔、ロコモの４つのテーマを盛り込んだ介護予防教室

・地域主体の介護予防への取り組みに対しての援助等

３か年の合計事業費 2,820

実施
計画

事業1 事業2

介護予防事業
・健康福祉センター、はつらつセンター、老人福祉センターで娯楽・趣味型の室内型介護予防事業
・栄養、運動、口腔、ロコモの４つのテーマを盛り込んだ介護予防教室
・地域主体の介護予防への取り組みに対しての援助等

平成30
年度

介護予防事業１0種類　　　１０３回開催し、１，９１７人の参加

H29実績 H30目標 H30実績 R1目標

事業の
評価

今後の
方向性

高齢者は増えているが教室参加者は年々減少傾向にある。
参加者を増やしていくためには効果のある情報発信など対策が急務である。

令和2年度 令和3年度
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